
インフルエンザの流行が始まる時期になり、毎年、予防接種

後の副反応や影響などを心配される相談を多くいただきます。

ファミリー健康相談は24時間、年中無休で相談可能です。予

防接種に関する最新の情報など、ヘルスアドバイザーや小児科

顧問ドクターが適切にアドバイスいたします。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：妊娠中にインフルエンザワクチンを接種した場合、胎児に影響がないか心配。 

Ａ：妊娠の週数を問わず、全期間（臨月でも）において接種できます。妊婦がインフルエンザに罹患した場合、

重症化するリスクが高いという報告もあり、ＷＨＯ（世界保健機関）では妊婦を優先対象としています。 

 妊娠中はインフルエンザ治療薬などを使用できないケースがあり、インフルエンザの重症化や合併症を招くリスク

が高くなると言われています。予防接種をすると感染のリスクだけでなく、たとえ感染しても重症化や合併症の

発症を防ぐことができます。 

 さらに、妊娠中の予防接種は、母親の胎盤を通して胎児にも免疫を作ることができ、出生後の新生児のインフ

ルエンザ感染の予防にもつながります。なお、妊娠中にインフルエンザに感染したとしても、胎児に影響を与える

可能性はありません。 

    

 ヘルスアドバイザーから、今月のひとこと！ 

今月のテーマは 

「呼吸器系の病

気を持っている

方は要注意の季

節です」 

喘息を患っていると、気道が慢性的に炎症して狭くなり、空気が通りにくい状態になります。季節の

変わり目で過敏になっているところに乾燥した冷たい空気を吸い込んだり、気温が急激に低下したりす

ると、発作を誘発する要因になります。ほかにも風邪やインフルエンザ、花粉症などの影響で喘息を悪

化させやすいことから、秋から冬は特に注意が必要と言われています。 

ＲＳウイルスは、乳児など小さな子どもや高齢者が感染すると喘息を重症化させやすい、注意した

いウイルスです。乳幼児の場合、初めての感染の25％～40％は細気管支炎や肺炎の徴候が現れ

ています。ＲＳウイルス感染症は、家族内でも高い率で感染します。例年は11月～1月の冬季にピ

ークを迎え、軽い鼻風邪程度で済んだり、細気管支炎や肺炎に至ったりと症状はさまざまです。年齢

が上がるほど症状は軽くなる傾向で、大人が感染しても酷い症状にならず、ただの風邪と判断してしま

いがちです。再発を繰り返したり、喘息の症状を悪化させるだけでなく、喘息を発症する引き金にもな

るため、予防対策が重要です。 

ＲＳウイルスの予防対策は「タオルや洗面器などの共有を避ける」「家族が感染した場合はできる

だけ患者との密接な接触を避ける」「ドアノブや手すり、おもちゃなどはできるだけこまめに消毒する」で

す。消毒には、消毒用エタノールや次亜塩素酸ナトリウムが適しています。 

ファミリー健康相談ではこんな相談が・・・ ファミリー健康相談ではこんな相談が・・・ 

2018 年 

11月 

ご自身やご家族の健康で気になることがあったら、ぜひファミリー健康相談をご活用ください！専用
電話番号はホームページの「お知らせ」をごらんください。 


